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【事務事業】

	項目名
	病院事業費負担金

	部局の考え方


	P

Ｔ

案
	病院事業費負担金について、財政状況を勘案し縮減。

	
	
	　20年度通年予算見込み額　　13,986百万円（身障分含む）
　21年度効果見込み額　　　　　 876百万円

	
	【方　針】

・ＰＴ案を踏まえた対応を講じた場合、医療スタッフの確保に支障が生じて、①収支が悪化することで、中期目標達成に支障が発生しないか、②さらには医療の崩壊を招くことがないか、実態を踏まえた議論が必要。

【理　由】

・府立病院機構では、中期計画期間内に不良債務を解消するため、高い目標を設定し、公立病院としての役割を果たしつつ、収支の改善に取組み成果をあげつつある。

・運営費負担金の削減は、より踏み込んだ人件費削減につながるものであるが、全国的に医療スタッフが不足しているなかで、その確保に支障が生じる恐れが強い。


	
	病院事業費貸付金

	
	P

Ｔ

案
	病院事業費貸付金については、財政状況を勘案し２０％削減

	
	
	20年度通年予算見込み額　　　2,445百万円

　21年度効果見込み額　　　　　　645百万円

	
	【方　針】

・中期計画どおりの収益を確保し、公立病院としての使命を果たしていくには、最低限の医療機器の更新、施設改修といった計画ベースの経営資源の投資は不可欠。建設事業と同様の基準を適用すべきでない。

【理　由】

・医療機器の更新や施設改修の財源となる貸付金の削減は、収入の減少からかえって経営を悪化させ、さらに安全性や患者への負担の面が懸念されるところ。


	参考データ等


	考え方の詳細は別紙











